別記様式
年   月   日
多段式自走式自動車車庫基準適合審査表
対象物名称                                          
	番号
	適用条件等
	図面番号
	適否

	1
	建築基準法施行令（第108条の3第1項第2号及び第4項）に基づき国土交通大臣の認定を受けている。
	
	

	2
	連続する車室の面積は、幅4.5ｍ以上の車路、遮蔽板（大きさ及び固定場所等の確認できる図面を添付すること。）又は外部空間で囲まれた部分で400㎡以下とし、かつ、長辺の長さは40ｍ以下である。
	
	

	3
	連続傾床式又はフラット段差式の自走式自動車車庫において段差部がある場合、段差部床面積に応じて、段差部に次の措置が講じられている。

	
	段差部面積・距離
	段差部床面積が1,500㎡未満、かつ、段差部の離隔距離0.5m未満
・段差部の空間が延焼防止壁で閉鎖されている。
	
	

	
	
	段差部床面積が1,500㎡未満、かつ、段差部の離隔距離0.5m以上1m未満
・段差部の床面に0.5m以上の延焼防止壁が設置されている。
	
	

	
	
	段差部床面積が1,500㎡以上、かつ、段差部の離隔距離1.5m未満
・段差部の空間が延焼防止壁で閉鎖されている。
	
	

	
	
	段差部床面積が1,500㎡以上、かつ、段差部の離隔距離1.5m以上2m未満
・段差部の床面に0.5m以上の延焼防止壁が設置されている。
	
	

	4
	外周部の開放性
	常時外気に開放されている。
	
	

	5
	
	各階の外周開口部の面積合計は、当該階の床面積の5％以上、かつ、外周長さに0.5mを乗じた値の面積以上である。
	
	

	6
	
	車室の各部から水平距離30m以内の外周部で12㎡以上の有効開口部が確保されている。
	
	

	7
	直通階段は、いずれの移動式の消火設備の設置位置から、その一つの直通階段の出入り口に至る水平距離が、65m以内に設けられている。
	
	

	8
	隣地との離隔
	隣地境界線又は同一敷地内の他の建築物との距離（以下「隣地境界線等との距離」という。）は1m以上である。
	
	

	
	
	隣地境界線等との距離が0.5m以上、かつ、隣地側に車室が無いなど延焼の媒体が無く、かつ、各階の外周部に準不燃材料で造られた防火壁（1.5ｍ以上。以下「各階防火壁」という。）が設けられている。
	
	

	
	
	5層6段以上の自走式自動車車庫で、隣地境界線等との距離は3m以上である。
	
	

	
	
	5層6段以上の自走式自動車車庫で、隣地境界線等との距離は2m以上、かつ、各階防火壁が設けられている。
	
	


